
羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

羽越水害４０年巡回パネル展羽越水害４０年巡回パネル展

【開催月日】

平成１９年３月１日～７月２９日

【開催場所】村山・置賜全２０市町

【参加者数等】 ２３，２０６名

（アンケート回答７７６名）

【開催内容】

羽越水害をはじめ、これまでの災
害情報・防災情報をパネルにまと
め、村山・置賜全市町を巡回した。

（パネル枚数は約１４０枚）

羽越水害という歴史的な教訓を語り伝えるために、
国・県・市町村が協働で実施。

川の防災情報・公開講座川の防災情報・公開講座

【開催月日】

平成１９年７月３０日～８月２１日
（５回）

【開催場所】

山形県村山・置賜総合支庁

（５庁舎ごと）

【参加者数】４７４名

【開催内容】

各５会場ごとの地域性を踏まえ、
羽越水害体験者による体験談、
近年の豪雨災害活動報告、さら
に現在の河川防災等の取り組み
について紹介するなどして、意見
交換を実施。



羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

最上川こども交流会最上川こども交流会

【開催月日】

平成１９年７月２８日（土）

～２９日（日）

【開催場所】

村山・置賜地方

【参加者数等】 ３０名

（村山・置賜地方在住の

小５～中２）

【開催内容】

次世代を担う子ども達を

対象に、水害に対する様々

な見学や体験を通じて羽越

水害のもたらした被害や教

訓を知り、水害から人や街

をまもる術について学ぶ体

験型の交流会を実施。

※平成１９年９月２日（日）１４
時から１時間番組で放送。

「防ぐぞ水害 伝えるぞ教訓
～羽越水害から４０年 最上
川こども交流会の記録～」



羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

首長を中心とした意見交換会首長を中心とした意見交換会

【【開催月日開催月日】】 平成１９年８月２５日（土）平成１９年８月２５日（土）
１１時００分～１３時００分１１時００分～１３時００分

【【開催場所開催場所】】 ゆ・ら・ら第一会議室ゆ・ら・ら第一会議室

【【 出出 席席 者者 】】 普及協議会メンバー普及協議会メンバー
来賓：兵庫県豊岡市長、来賓：兵庫県豊岡市長、

東北地方整備局河川部長、東北地方整備局河川部長、
山形県土木部長山形県土木部長

【【意見交換会概要意見交換会概要】】
兵庫県豊岡市長及び東北地方兵庫県豊岡市長及び東北地方

整備局河川部長を来賓に迎え、整備局河川部長を来賓に迎え、
流域２０市町の首長による意見流域２０市町の首長による意見
交換会実施交換会実施
（当日７市町が副市長等の代理出席）（当日７市町が副市長等の代理出席）

【【開催月日開催月日】】 平成平成１９１９年年８８月月２５２５日日((土）土）
【【開催場所開催場所】】 中山町総合体育館中山町総合体育館
【【参参 加加 者者 】】 ７６６名７６６名

●●基調講演基調講演 あの水害を忘れないあの水害を忘れない
～平成１６年～平成１６年 台風２３号の経験から～台風２３号の経験から～
兵庫県豊岡市長兵庫県豊岡市長 中貝中貝 宗治氏宗治氏

●●ミニトークショーミニトークショー雨について学ぼう！雨について学ぼう！
気象予報士気象予報士 半井半井 小絵氏小絵氏

●●パネルディスカッションパネルディスカッション
○○コーディネーターコーディネーター
山形大学人文学部長山形大学人文学部長 阿子島阿子島 功氏功氏

○○パネラーパネラー
兵庫県豊岡市長兵庫県豊岡市長 中貝宗治中貝宗治 氏氏
気象予報士気象予報士 半井半井 小絵小絵 氏氏
東北地方整備局河川部長東北地方整備局河川部長 南南 哲行哲行 氏氏

同時開催イベント同時開催イベント
降雨体験、防災展、羽越水害パネル展、降雨体験、防災展、羽越水害パネル展、
避難所展避難所展

・・美しい最上川の四季の風景を美しい最上川の四季の風景を
写し、会場全体を「最上川」へ写し、会場全体を「最上川」へ
と導入と導入

・時代・世相映像を踏まえ、・時代・世相映像を踏まえ、
４０年前の生活の様子を投影４０年前の生活の様子を投影

羽越水害の映像をイメージ羽越水害の映像をイメージ
的に投影。的に投影。

防災シンポジウムスタート防災シンポジウムスタート

防災シンポジウム防災シンポジウム



羽越水害羽越水害からから４０４０年の取組状況年の取組状況羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

豊岡市が洪水に見舞わ
れたときの生々しい様
子や、そこで得た教訓を
踏まえて、数々の貴重
な意見を頂きました。

[主な内容（抜粋）]
『堤防決壊で市内は泥水の海に、
さらに大量のゴミと泥との戦い。』

『災害当日の対策と対応排水ポ
ンプ停止という苦渋の決断。』

『物理的、制度的、意識・態度の
備えが不可欠と痛感。』

○物理的な備え
「堤防の整備」「遊水地の確保」「交通
ネットワークの整備」

○制度的な備え
「救助から復旧・復興までの体系的な法
制度整備」「生活再建支援制度の充実」
「応急対策・生活再建・産業復興に関す
る総合支援プログラム」「現場からのノ
ウハウの集大成」

○意識・態度の備え
「地域の自然の特徴を知る」「防災・減
災意識の醸成」「災害・危険情報システ
ムの充実」「リアリズムに対しての災害
対策訓練」「政策責任者の危機管理研
修」

『まず、逃げること、人と人との絆
が命を救うことを認識。』

『復興と希望の象徴コウノトリ。自
然との共生を目指して。』

兵庫県豊岡市長

中貝 宗治 氏

●基調講演 あの水害を忘れない
～平成16年 台風23号の経験から～



羽越水害羽越水害からから４０４０年の取組状況年の取組状況羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

◆９月はなぜ台風が多いのか？

◆雨の量はどうやって測るのか？

天気予報で使う用語など、雨に関す
るおはなしを楽しく解説していただき

ました。

クイズ形式で、最上川こども交流会に参
加した子供達の質問に答える形でミニ
トークショーを実施。

〔コーディネーター〕
山形大学人文学部長

阿子島 功 氏

〔パネラー〕
兵庫県豊岡市長

中貝 宗治 氏

気象予報士

半井 小絵 氏

東北地方整備局河川部長

南 哲行 氏

最上川の過去・現在・未来を
テーマに意見交換を行いました。

[主な内容（抜粋）]
・水害との闘い。資産の増加で
被害が大に。

・情報提供は「緊迫感を持って」
「迅速に」そして「わかりやすく」

・山形でも集中豪雨は増えている
・水害の経験と教訓は最上川に
即したかたちで次世代に。

・自然と向き合い、官・民一体で
広げよう、防災・減災対策。

フィナーレは、次世代を担うこども達によるメッ
セージで締めくくりました。

気象予報士 半井 小絵 氏

●パネルディスカッション

●ミニトークショー
雨について学ぼう！



羽越水害羽越水害からから４０４０年の取組状況年の取組状況

●●その他関係資料その他関係資料

①①ご近所洪水ハザードマップご近所洪水ハザードマップ

②②羽越水害４０年行事垂幕羽越水害４０年行事垂幕

③③わたしの防災手帳わたしの防災手帳

④④シールシール
（～忘れていませんか？水害へ（～忘れていませんか？水害へ
の備え～「羽越水害４０年行事」）の備え～「羽越水害４０年行事」）

⑤⑤冠付け冠付け
（～忘れていませんか？水害へ（～忘れていませんか？水害へ
の備え～「羽越水害４０年行事」）の備え～「羽越水害４０年行事」）

⑥⑥羽越水害４０年ビデオ羽越水害４０年ビデオ
～忘れていませんか。水害への～忘れていませんか。水害への
備え～備え～

⑦⑦うちわうちわ

羽越水害４０羽越水害４０年年行事行事の取組の取組内容内容

◆屋外会場～参加者２４２名～

羽越水害パネル展降雨体験装置

模擬避難所展防災展

◆屋内会場
●防災シンポジウム

同時開催イベント

◆◆屋外会場屋外会場

○○降雨体験装置降雨体験装置
○○防災展防災展

◆◆屋内会場屋内会場

○○羽越水害パネル展羽越水害パネル展
○○模擬避難所展模擬避難所展

①① ②②
③③

④④ ⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦
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